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令
和
八
年
を
ど
の
よ
う
に
お

迎
え
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

　

昨
年
、
当
住
民
協
議
会
で

は
地
域
住
民
の
皆
様
を
代
表

す
る
運
営
委
員
を
は
じ
め
、

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
局
お
よ

び
図
書
館
業
務
員
の
協
力
を

得
て
、
幾
つ
か
の
事
業
内
容

を
改
善
い
た
し
ま
し
た
。
関

係
者
に
は
役
員
一
同
を
代
表 

し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
年
は
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
「
情
熱
と
勢
い

を
有
す
る
変
化
の
年
で
、
挑

戦
、
躍
進
の
年
」
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

各
事
業
内
容
を
精
査
し
、
住 

民
の
皆
様
に
喜
ん
で
参
加
い

た
だ
け
る
住
民
協
議
会
の
活

動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

一
方
、
本
年
は
年
初
よ
り

皆
様
が
心
を
痛
め
る
こ
と
が

生
じ
ま
し
た
。
大
国
の
武
力

行
使
が
報
じ
ら
れ
、
私
た
ち

日
常
生
活
へ
の
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
先
ず

は
、
災
害
時
に
も
必
要
と
な

る
「
相
互
扶
助
」
の
基
礎
と

な
る
隣
近
所
と
の
良
好
な
相

互
関
係
を
築
く
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、

世
界
の
平
和
が
尊
く
大
切
だ

と
の
想
い
を
住
民
の
皆
さ
ん

が
共
有
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。 

　

い
ず
れ
に
し
て
も
丙
午
年

と
し
て
躍
動
す
る
地
域
社
会

の
形
成
に
皆
様
と
と
も
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

本
年
も
由
木
中
央
住
民
協
議

会
に
ご
期
待
い
た
だ
き
ま
す

と
共
に
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

躍
進
の
午
年
を
迎
え
想
う
こ
と会

長　

藤 

原　

 

勝

地
域
ふ
れ
あ
い
講
座 

（
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
セ
ミ
ナ
ー
）

第
38
回
新
春
書
初
め
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　

令
和
８
年
2
月
15
日（
日
）

由
木
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
体

育
室
で
令
和
７
年
度
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
し
て
「
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

寒
い
中
、
６
地
区
10
チ
ー

ム
45
人
が
参
加
し
、
日
頃
練

習
を
重
ね
て
い
る
チ
ー
ム
同

士
の
対
戦
で
は
、
終
了
時
間

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　今年度、由木中央住民協議会では運営、
活動を円滑に進めるため、ホームページ
（HP）の作成に取り組んできました。 
　この度、事業の予定や活動のPR等をお
知らせするためのHPを開設致しました。 
　今後、多くの皆様にご活用いただけるよ
う更新に努めますので、ご覧ください。

ホームページURL 
https://sites.google.com/view/yugicjk2 

スマートフォンでご覧の方 
左のQRコードをご利用下
さい。

ホームページ開設

　

令
和
７
年
９
月
14
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら
由
木
中
央
市

民
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
を

会
場
に
「
地
域
ふ
れ
あ
い
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
回
は
多
発
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
を
テ
ー
マ
に
「
犯
罪

被
害
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２

部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
東
京
都
の
費
用

負
担
に
基
づ
く
、
プ
ロ
の
劇

団
員
に
よ
る
特
殊
詐
欺
防
止

演
劇
で
、
第
２
部
で
は
八
王

子
市
の
担
当
職
員
に
よ
り
、

「
防
犯
を
は
じ
め
よ
う
！
み

ん
な
の
ま
ち
は
み
ん
な
で
守

る
」
と
題
し
た
講
演
で
し
た
。 

 

い
ず
れ
も
最
近
流
行
の
手
口

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　

参
加
者
か
ら
も
「
演
劇
で

楽
し
く
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

由
木
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
体

育
室
を
会
場
に
「
第
38
回
新

春
書
初
め
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

体
育
室
で
の
席
書
に
は
寒

さ
が
心
配
で
し
た
が
、
当
日

は
暖
か
く
幼
児
か
ら
一
般
社

会
人
ま
で
の
44
名
が
参
加
さ

れ
、
広
い
会
場
で
の
び
の
び

と
書
初
め
に
向
か
っ
て
い
ま

し
た
。
作
品
の
提
出
で
参
加

さ
れ
た
方
が
20
名
お
り
、
合

わ
せ
て
64
点
の
作
品
を
市
民

セ
ン
タ
ー
１
階
の
ロ
ビ
ー
に

掲
示
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
住
民
協
議
会
が
主

催
す
る
「
書
初
め
大
会
」
が

市
内
で
は
当
協
議
会
だ
け
と

聞
き
、
継
続
へ
の
期
待
を
感

じ
ま
し
た
。



　

令
和
７
年
11
月
１
日（
土
）

２
日（
日
）に
第
38
回
由
木
中

央
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
回
の
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
催

し
に
加
え
、
昨
年
か
ら
地
域

団
体
等
の
ご
協
力
で
実
施
し

た
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
新

た
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店

し
た
ほ
か
、
お
子
様
向
け
の

お
菓
子
す
く
い
が
人
気
で
し

た
。「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」

で
は
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
出
演
が
な
く
な
り
、
心

配
し
た
集
客
へ
の
影
響
は
僅

か
な
も
の
に
止
ま
り
ま
し

た
。
一
方
、「
会
場
の
み
ん

な
で
歌
う
」
新
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
え

た
と
多
く
の
方
か
ら
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。 

　

二
日
間
お
天
気
も
良
く
、

お
ま
つ
り
の
雰
囲
気
も
盛
り

上
が
り
、
例
年
以
上
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　

以
下
の
写
真
は
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
の
様
子
で
す
。 

（
紙
面
の
都
合
で
一
部
を
紹
介
）

第38回由木中央市民センターまつりを開催

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

玄関前 来場者を迎えるための飾り付け16チームが参加 楽しく盛り上がりました

初宿市長祝辞藤原会長挨拶

野
菜
即
売
会

運営協力：高齢者あんしん相談センター由木

作品展には押し花絵画、水彩画、書作品、俳画、写真、児童生徒作品、活動パネルのほか、
目籠（メカイ）の実演や活動の紹介などの展示等がありました。ふれあい広場（手作り品販売、キッチンカー、お菓子すくいなど）の模様 

ふれあいステージの出演者（コーラス、踊り、司会者によるインタビュー、歌唱指導、楽器演奏）の模様

健
康
・
介
護
相
談

作 

品 

展 

示

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

ふ
れ
あ
い
広
場

運営協力：JA八王子由木支店野菜茸部

　「お茶会」の参加費と｢コーヒーコーナー｣
の売上金の合計は17,750円でした。 
　今年度は八王子市社会福祉協議会に寄付
をさせていただきました。 
　ご協力ありがとうございました。

寄付金のご報告


